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本発表の目的は、戦前の日本において ″宗教教育と道徳教育を分ける分節点とはな

















































本文明史の大要」第四「日本固有の文化」では、 『万葉集』を参照すると、忠孝は元来から日本にある精神であ ことがわかるとする。そして、日本固有の道徳である忠孝は、偶然孔子が説いた儒教と類似していて、後世 儒教の影響もあって忠孝の精神が発展していったとする説明。さらに、第五章「日本固有の道徳」 は、道徳は普遍的なものではなく国家 依拠する特殊的なものであ 述べながらも の決して日本 思想だけで発展してはこなかったことを強調する。澤柳は、 日本人は 「同化力」によって外来思想を 固有の文化 忠孝 結び付けていったとする。ここで澤柳は、仏教や儒教 どの外来思想が長い年月を経て日本の道徳と 、と論じる。このように忠孝精神を日 固有の道徳とし が も 宗教思想 同化しながら発展していったことを澤柳は認めるの ある。最後に、教育勅語は日本固有の道徳と外来思想とが同 した結果のものであり、ようやく明 れた日本 道徳であ と
して本章は結ばれる。
しかし一方で、第一七章「現今の日本教育の特点」第三「宗教と関係ない」で、日
本の教育は宗教と関係ないことを主張する。これは、先ほどの論と正反対のように思われるが、実 そうではない。先述の「同化力」によって、日本にある外来の宗教思想はすでに日本の道徳思想と っていることを論じる。そし 澤柳は統率された国民を作ろうとする近代国家で 、学校教育において一人ひとりの信仰に左右されることがないように世俗性を保持することが重要であると考えているので 宗教と教育は分離すべきとの結論 達する。
これまでの議論をまとめよう。日本固有の道徳には宗教思想が源流にあることを澤
柳は強調した。しかし、 それは宗教思想が時間的 経過 もに 「同化」 した結果である。同化が済めば、宗教思想は道徳教育に用いるこ ができるとした。それゆえ、教科書に出てくる際は、 に関する記述はもちろんのこと 宗教がど ように同化していったのかという過程が論じられることはなく、同化が済んだ「日本固有の道徳」のみが教えられることになったのである。まとめ
澤柳は日本人に対して、宗教の言葉を使わずに信じることの重要性を強調したとい
える。 『中学修身書』 では、 信仰という表現はしなかったもの 良心ということばで 「信じる」 ことを強調し、 仏教や儒教を強調しなかったも の忠孝精神との同化理論によって「日本固有の道徳」を倫理規範の対象とした。
学校教育では「宗教」はみることはできないが、加工された宗教思想の一端がみら
れた。 この 「加工」 の作業は 学校教育 いう世俗 システムが構築され ともに、 宗教」も、 公的な 道徳 私的な「信仰」とに トリミングさ ていった過程でもある。
以上のように、信仰の対象となる「宗教」は私的なもの、宗教思想が混じる日本固
有の「道徳」は公的なものと澤柳は考えた。つまり、 「日本文化」として同化 ているか／していないかを、 宗教 と「 とを分かつ境界線 のである。
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